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アクティビティ STEP１－B6  問題コンパス 

様々な社会課題をグループ内で整理し、メンバーの中でどのアクションに取り組みたいか、どの課題に興味関

心があるかを見つけるアクティビティになります。STEP２のアクション計画を立てるにあたり、意見をまとめる際

に活用いただけます。 

 

目的：グループで一番アクションを起こす際に、どの社会課題が興味のある課題なのかを見つける 

所要時間：４５分 

実施基準： ★★★★★ 

形式： グループワーク / 全体 

用意する物： 白紙の A3用紙 / 模造紙 4枚 / マーカー / 養生テープ /  

 

ワークの進め方： 

1. 話しやすい・動きやすい空間を作る（机などないほうが好ましい）。 

教室の 4か所に「情熱がある」「興味がある」「疑問に思う」「関心がない」とそれぞれ書いた 

A3用紙を貼る。 

 

2. 全体に対し以下の質問をし、出てきた社会課題を書き留める 

 ・あなたがもし世界的なリーダー/ジャーナリストなら、どんな課題に取り組みますか？ 

 ・よくニュースや新聞、ネットで見かける社会課題はなんですか？ 

 ・どんな課題が、あまり世間的に注目が集まっていないと思いますか？ 

 ・どんな課題が、あなた自身を悩ませていますか？（課題に対する知識がなくても大丈夫） 

 

3. それぞれの考えを共有したのち、上がった社会課題を読み上げ、1で用意した 4つの場所に 

それぞれ移動してもらう。この時、この回答には正解はない事、それぞれの気持ちで動いてよいことを伝え

てから行う。それぞれ何人ずつ居たか書き留めておく。 

 

4. “情熱がある”を多く集めた社会課題のうち、上位 4つを取り上げ、話し合いを行う。 

 ・この課題について知っていることは何ですか？ 

 ・なぜ大切なのでしょうか？ 

 ・この課題は他のどんな課題と関係がありますか？ 

 ・もしこの課題に取り組まなければ、人や地球に及ぼす影響は短期間/長期間でそれぞれ 

どんなことが考えられますか？ 

 ・どのように私たちは変化を及ぼすことが出来るのでしょうか？ 

 ・私たちがアクションを起こす際に考えられる困難はどんなものがあるでしょうか？ 

 

5. 4 つの社会課題に対してそれぞれ話合いが終わったら、一度 4つ全部に広げて再度意見がないか 

確認をする。 

 

グループ内で、今取り組む社会課題を１つ決める。複数のプロジェクトに挑戦も可。  


